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多
摩
養
育
園
は
創
立
七
十
五
周
年
を
迎
え
た

こ
れ
は　

日
本
の
戦
後
の
歴
史
そ
の
も
の

創
設
者
は
戦
役
か
ら　

焼
け
野
原
の
八
王
子
八
木
町
に
帰
還

戦
後
の
復
興
は
子
ど
も
の
養
育
か
ら
と

雲
龍
寺
を
再
建　

無
料
託
児
所
を
始
め
た

戦
後　

日
本
へ
の
賠
償
請
求
を
話
し
合
う
講
和
会
議
で

ス
リ
ラ
ン
カ
の
ジ
ャ
ヤ
ワ
ル
デ
ネ
大
統
領
は

 

「
怨
み
は
怨
み
に
よ
っ
て
止
む
こ
と
な
く

　
　

た
だ
慈
悲
の
心
に
よ
っ
て
の
み
止
む
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仏
陀
の
教
え
を
演
説

日
本
は
分
割
統
治
を
免
れ　

独
立
を
許
さ
れ
た

大
統
領
は
後
年　

雲
龍
寺
に
来
山
さ
れ　

園
児
達
に

  「
皆
さ
ん　

世
界
の
平
和
は　

こ
う
し
て
人
と
人
が

　
　

会
っ
て
お
話
し
す
る
事
が
大
事
な
の
で
す
よ
」
と

四
月
八
日　

釈
尊
降
誕
会（
花
ま
つ
り
）

子
ど
も
た
ち
と

天
上
天
下
唯
我
独
尊　

み
ん
な
が　

仏
様
な
ん
だ

未
来
を
担
う
の
は
子
ど
も

子
ど
も
を
も
っ
と
も
っ
と
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

 

「
喧
嘩
な
ん
て
し
て
な
い
で　

も
っ
と
楽
し
く
生
き
な
さ
い
」
と

お
釈
迦
さ
ま
は　

言
っ
て
い
る
の
だ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ  

誰
一
人
も
取
り
残
さ
な
い
世
界
へ
⑤

誰
一
人
も
取
り
残
さ
な
い
世
界
へ
⑤

天
上
天
下
唯
我
独
尊

天
上
天
下
唯
我
独
尊

社
会
福
祉
法
人
　
多
摩
養
育
園

　
　 

理
事
長
　
足
利
正
哲

1



リモートで中継

感謝表彰

創立７５周年記念冊子奉呈

物故者追悼式
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第６６号第６６号

法
人
創
立
75
周
年

　
　
　
　 

記
念
事
業
一
覧

①
出
版
事
業

　
多
摩
養
育
園
と
中
村
高
一
先
生

　
創
立
七
十
五
周
年
記
念
誌

　
各
施
設
歴
史
本
　
　
　

②
大
規
模
改
修
事
業

　
竹
の
里
　
樹
林

　
多
摩
特
養
老
人
ホ
ー
ム

③
多
摩
特
養
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　 

「
椛
の
里
」
に
名
称
変
更

④
拠
点
名
称
命
名

⑤
看
板
設
置
事
業

⑥
創
立
記
念
日
祝
賀
会

拠
点
施
設
と
し
て
、
遠
く
か
ら
み
て
も

目
印
と
な
る
よ
う
に
、
施
設
に
は
法
人

マ
ー
ク
、
保
育
園
は
、
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
白
象
マ
ー
ク
を
設
置
。

令
和
３
年
秋
に
着
工
し
た
大
規
模
改

修
工
事
が
終
了
。
外
壁
や
屋
上
の
防

水
工
事
、
建
物
内
の
内
装
工
事
な
ど
、

入
居
者
様
が
住
み
や
す
く
心
落
ち
着

く
家
に
一
新
。

令
和
４
年
３
月
２６
日
大
規
模
改
修
工

事
完
成
式
を
挙
行
。

創
設
者
が
植
樹
し
た
紅
葉
に
囲
ま
れ

自
然
豊
か
な
地
で
運
営
し
て
い
る
「
多
摩
特

養
老
人
ホ
ー
ム
」。
福
祉
の
拠
点
、
福
祉
の

里
の
意
味
を
込
め
て
、
令
和
４
年
４
月
「
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
椛
の
里
」
に
改
名
。

４
月
１５
日
（
金
）
に
「
第
７５
回
創
立
記
念

日
リ
モ
ー
ト
祝
賀
会
」
を
開
催
。

高齢者・障害者
　「その人らしい人生」
理念そして日本の心を大切
にしながら、お一人おひと
りのかけがえのない人生に
寄り添える毎日。日々お過
ごしいただいている様子を、
沢山の写真で表現しました。

思い出のアルバム
法人の７５周年の歴史を写真で
伝えます。

保育
　「思い考え動く人へ」
子ども達が学びの芽を育ん
でいる姿。そばで見守る職
員や地域のまなざし。これ
からの未来を生きる子ども
達のために、光明の保育が
追い続ける姿を写真で伝え
ます。

SDGs
　「だれもが主人公」
２０２１年４月サステナビリティ
宣言。私たちは、理念を実
現し、SDGs への取組を通じ、
持続可能な社会の実現に貢献
していきます。

なんでも相談
　「どうぞお気軽に」
地域公益の新たなる挑戦と
して、保育園や施設の枠組
みを超えて、法人理念を地
域で実現する新たな一歩を
歩み始めました。

創設者と共に多摩養育園の歴史を築い
た、偉大な政治家中村高一先生を後世
に継承します。

施設開設から現在、そして未来を綴る歴史本を作
成いたしました。新たなページは、皆様と共に…。
各施設で閲覧できます。どうぞご覧ください。

各施設が、福祉の拠点として更なる展開を目指し、地域拠点名を新たに命名致しました。

楢の里

竹の里　樹林外観

生活の場を大改修

光明第八保育園

竹の里　個室風二人部屋に

光明第三保育園

竣工を祝いテープカット！

らうんじ椛

完成記念に椛の木を植樹

椛の里外観

看板設置事業

竹の里「樹林」・多摩特養老人ホーム

「椛 (もみじ )の里」に改名

拠点名称命名

創立七十五周年記念誌

多摩養育園と中村高一先生 各施設歴史本

創立記念日祝賀会

　

令
和
４
年
４
月
、
多
摩
養
育
園

は
、
創
立
７５
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏

に
、
皆
様
方
の
お
力
添
え
と
ご
支

援
、
ご
指
導
の
賜
と
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
の
節
目
に
あ
た

り
、
更
な
る
発
展
に
向
け
て
、
地

域
福
祉
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

全
う
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



地域の大きな家
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１１．．重重点点項項目目  
(1) あらゆる人々の活躍の推進 

(2) 持続可能な財政経営を実現 

(3) 魅力ある職場づくり、人材確保、定着、育成 

(4) 利用者サービスの向上、安心かつ安全な環境の整備 

(5) 精華改築事業を推進 

２２．．経経営営企企画画室室  
(1) 地域共生社会の実現に向け、ニーズを把握した事業の検討 

(2) 各拠点の特徴や取り組みを法人内で共有及び広報の実施 

(3)   ICT を活用し、職員間の情報伝達・活用の充実 

(4) 職員の定着率を高め、利用者の安心感を充実 

３３．．地地域域連連携携室室    
(1) 各拠点における専門機関に繋げる福祉なんでも相談の推進 

(2) 各関係機関との連携による地域公益事業の推進 

(3) 危機管理対策及び安心安全な環境整備 

４４．．管管理理部部  
(1) 信頼と協力を得るための情報発信 

(2) 経営基盤の強化を図る為の財務管理 

(3) 適切な労務管理と待遇改善の検討 

(4) 改築事業の資金計画、手続き、調整 

５５．．施施設設部部  
(1) 地域共生社会の実現を目指し、更なる社会資源としての役割強化 

(2) 社会情勢を踏まえた着実な事業継続の推進 

(3) 理念の探求、職場満足度の向上・定着 

(4) その人らしい人生の支援計画の立案 

(5) 改築実現に向けた取り組み 

６６．．保保育育部部  
(1) 子ども達が安心して過ごすことのできる仕組みの検討 

(2) 社会情勢を踏まえたこども園への事業展開 

(3) 職員満足度及び定着 

(4) 理念に基づいた保育の実践及び探求 

 

 

令令和和４４年年度度  

事事 業業 計計 画画  運運 営営 組組 織織 図図  

当当 初初 予予 算算  

（単位：千円）
当年度予算額 当年度予算額

事業活動による収支 施設整備等による収支

収　入 収　入
介護保険事業収入 1,010,936 施設整備等補助金収入 50,882
老人福祉事業収入 762,179 施設整備等寄附金収入 0
保育事業収入 2,598,743 設備資金借入金収入 0
障害福祉サービス等事業収入 557,041 固定資産売却収入 0
生活保護事業収入 416,545 その他の施設整備等による収入 0
医療事業収入 23,601 施設整備等収入計(4) 50,882
介護予防事業収入 157,024 支　出
雇用関係助成金収入 450 設備資金借入金元金償還支出 237,481
その他助成金収入 0 固定資産取得支出 313,419
子供食堂推進事業収入 0 固定資産除却・廃棄支出 0
駐車場経営収入 2,700 ファイナンス・リース債務の返済支出 24,279
借入金利息補助金収入 3,849 その他の施設整備等による支出 0
経常経費寄附金収入 947 施設整備等支出計(5) 575,179
受取利息配当金収入 119 施設整備等資金収支差額(6=4-5) 524,297△    
その他の収入 55,807 その他の活動による収支

流動資産評価益等による資金増加額 0 収　入
事業活動収入計(1) 5,589,941 積立資産取崩収入 442,703

支　出 その他の活動による収入 0
人件費支出 3,841,818 その他の活動収入計(7) 442,703
事業費支出 785,526 支　出

事務費支出 638,233 積立資産支出 193,908
利用者負担軽減額 602 その他の活動による支出 5,607
支払利息支出 9,273 その他の活動支出計(8) 199,515
その他の支出 47,938 その他の活動資金収支差額 (9=7-8) 243,188

事業活動支出計(2) 5,323,390 予備費支出(10) 9,771
事業活動資金収支差額 (3=1-2) 266,551 当期資金収支差額合計(11=3+6+9-10) 24,329△     

勘　定　科　目 勘　定　科　目

２０１５年９月に国連サミットで採択された国際目標のSDGｓ。令和３年４月より多摩養育園でも、取り
組みを開始しました。今年度のテーマは水、森林、空気（二酸化炭素削減）、生き物、健康についてで
す。「持続可能な開発目標」実現のために、一人一人ができることを考え、取り組んで参ります。

１分間水を流しっぱなしで手を洗うと、約１２Ｌの水を使用します。
家庭で一人が１日に使う水の量は、平均約２１４Ｌ。
日々の生活の中で、一人一人が節水を心がけることが大切ですね。

多摩養育園が現在取り組んでいる、「福
祉なんでも相談」や「お弁当配食」に
ついて実践発表を行いました。

多摩養育園では全
施設で福祉なんで
も相談を実施。
電話でも直接来訪
でも大丈夫。お一
人で悩まずにお気
軽にご相談くださ
い。

平成２５年から「地域の大きな家構想」を提唱し、推進し
て参りました。令和４年４月に、地域福祉拠点としての更
なる活動推進のため、命名式を実施。これからも地域の
人々 と共に。集まれ！！みんなが主役の地域拠点。

水の大切さに
つ い て 考 え、
水道付近に子
どもたちが作
成したポスタ 
ーを掲示。

SDGｓポイント！！

東京都社会福祉協議会
地域公益活動発表会に参加

地域福祉拠点名命名式　　4月1日

水を大切にしよう

身近なものを活用した支援

未来のためにできること

  当　初　予　算  
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健康の豆知識
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第６６号第６６号

光
友
会
：
親
睦
行
事	

12
月
16
日

節
分	

２
月
３
日

光
明
体
操
交
流
会	

２
月
７
日

辞
令
交
付
式	

３
月
30
日

涅
槃
会	

２
月
15
日

入
園
式	

４
月
２
日

卒
業
式	

３
月
25
日
〜
28
日

法
人
一
斉
避
難
訓
練	

３
月
11
日

花
ま
つ
り	

４
月
８
日

新
年
祝
賀
式	

１
月
１
日

初
詣	

１
月
８
日

光
明
第
七
保
育
園
開
設
55
周
年	

１
月

「
腰
が
痛
い
」と
多
く
の
人
が
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。日
本
人
の
約
８
割
以
上
の
人
が
経
験
す
る
と
も
い
わ
れ
ま
す
。原
因
も

様
々
で
、加
齢
に
よ
る
も
の
（
変
形
性
脊
椎
症
・骨
粗
し
ょ
う
症
）、急
性
腰
痛

（
ぎ
っ
く
り
腰
）、椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
や
狭
窄
症
な
ど
骨
や
筋
肉
、神
経

に
由
来
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
尿
路
結
石
な
ど
の
内
臓
か
ら
来
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。腰
痛
は
身
近
な
症
状
の
た
め
に
、放
置
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、痛
み
が
ひ

ど
い
時
は
、医
師
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

次
回
は
、腰
痛
予
防
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

セグウェイツアー
国営昭和記念公園にて

介護予防体操は
こちらから

ト
ピ
ッ
ク
ス

光
明
の
保
育
「
や
り
た
い
」が「
で
き
た
」に
な
る
ま
で

　
そ
の
人
ら
し
い
人
生
を
送
れ
る
家

腰
痛
に
つ
い
て
①

や
ら
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
や
り
た
い
と
思
え
る
よ
う
に
。「
明
日
は

こ
れ
を
や
ろ
う
！
」
毎
日
、
目
的
を
も
っ
て
保
育
園
に
来
ら
れ
る
よ
う

に
。
自
分
で
「
や
り
た
い
」
と
思
っ
た
こ
と
だ
か
ら
。
出
来
な
く
て

も
、
何
度
も
挑
戦
。
す
ぐ
に
教
え
る
の
で
は
な
く
、
急
が
す
の
で
は

な
く
。
私
た
ち
は
、子
ど
も
の
自
立
的
な「
育
ち
」を
見
守
り
、支
え
る
。

そ
れ
が
私
た
ち
光
明
の
保

育
で
す
。

み
ん
な
一
緒
に

遊
ぶ
順
番
や
ル
ー
ル
を
、

み
ん
な
で
話
し
合
い
。「
自

分
の
思
い
を
伝
え
、
相
手

の
話
を
聞
く
」「
自
分
と
は

異
な
る
意
見
を
聞
き
入
れ
、

気
持
ち
に
折
り
合
い
を
つ

け
る
」
体
験
を
通
し
て
、

道
徳
性
や
規
範
性
、
社
会

性
が
培
わ
れ
る
。

入
居
者
様
に
は
、
お
一
人
お
ひ
と
り
が
目
指
す
自
立
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
方
ら
し
く
地
域
で
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
私
た
ち
は
、

そ
の
思
い
に
寄
り
添
い
、
自
立
と
自
律
を
支
援
し
ま
す
。

仕
事
を
通
し
て
社
会
に
参
加

施
設
を
拠
点
と
し
て
自
身
の
役
割

を
獲
得
し
、
目
標
に
向
か
う
活
動

の
ひ
と
つ
に
内
職
作
業
が
あ
り
ま

す
。
ひ
と
つ
の
作
業
に
対
し
て
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
取
り

組
む
ご
入
居
者
様
の
声
に
「
は
じ

め
は
友
達
に
誘
わ
れ
た
こ
と
か
ら

始
め
た
け
ど
、
う
ま
く
で
き
た
時

は
う
れ
し
い
し
、
生
活
の
メ
リ
ハ

リ
や
、
そ
の
先
に
一
人
立
ち
で
社

会
に
出
る
目
標
の
為
に
頑
張
り
た

い
。」
と
、
い
き
い
き
と
し
た
表
情

で
お
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

蚕
を
育
て
よ
う

保
育
園
で
、
毎
年
育
て
て

い
る
蚕
。餌
や
り
や
掃
除
、

子
ど
も
達
が
交
代
で
お
世

話
。
大
変
さ
を
感
じ
な
が

ら
も
、
意
欲
を
持
っ
て
で

き
る
の
は
、
自
分
達
が
蚕

を
守
っ
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
か
ら
。
飼
育
を
通
し

て
、
命
の
尊
さ
や
大
切
さ

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。



感
　
謝

題
字　

足 

利 

正 

哲

令
和
3
年
9
月
1
日
～
令
和
4
年
3
月
31
日（
敬
称
略
、五
十
音
順
）

ご
芳
情

足
利
正
哲　

荻
島
靖
久　

神
山
重
晴　

㈱
神
田
屋
鞄
製
作
所　

斉
藤
博
美　

佐
藤
純
代　

Ⅲ
・M

ED
IC

A
L
co.,L

td.　

重
田
明
子

鈴
木
嘉
津
子　

鈴
木
誠
一　

精
華
家
族
会　
　
　
　
　
　

  

以
上

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ク
ラ
ブ
指
導

足
利
正
尊　

井
口
良
雄　

伊
勢
恒
二　

市
川
和
夫　

伊
藤
英
毅

伊
藤
久
美
子　

梅
澤
靜
子　

江
成
由
美
子　

榎
本
良
子　

岡
本

悦
江　

長
田
誠
一　

小
佐
野
恵
美
子　

勝
山
紀
美
子　

加
藤
樹

一　

来
住
野
幸
子　

来
住
野
典
子　

来
住
野
治
代　

橘
定
昭
男

君
島
航
平　

合
馬
盛
夫　

小
島
か
ほ
る　

こ
ま
く
さ
の
家　

駒

澤
キ
ヨ
エ　

小
峰
正
次　

古
山
数
枝　

齋
藤
章　

佐
藤
智
恵
子

佐
藤
輝
雄　

塩
田
明
子　

篠
崎
貞
實　

下
田
義
則　

東
京
都
立

翔
陽
高
等
学
校
和
太
鼓
部　

鈴
木
孝
昭　

須
田
キ
ヨ
子　

セ
ガ

サ
ミ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
野
球
部　

Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ケ
ア
八
王

子
み
な
み
野　

髙
橋
眞
弓　

高
田
幸
子　

田
邉
孝
視　

為
永
行

雄　

ち
Ｑ
人　

土
井
俊
彦　

東
京
都
立
大
学
児
童
文
化
研
究
会

じ
ゃ
り
け
ん　

豊
田
義
主　

内
藤
敏
江　

仲
川
フ
ミ
子　

西
尾

ト
シ
子　

西
川
ナ
ミ
子　

花
咲
み
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
八
王
子
み
な
み

野　

花
谷
栄
次　

林
龍
弥　

早
川
澄
得　

原
田
信
夫　

土
方
明

府
中
市
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
元
気
一
番
！
ひ
ろ
め
隊　

藤
巻
理

恵　

宝
寿
会　

細
野
尊
子　

前
野
栄
作　

前
島
美
津
枝　

真
弓

幹
子　

水
島
愛
子　

宮
野
哲
雄　

茂
手
木
斉　

山
﨑
勇　

山
下

徳
次　

山
下
友
之　

山
田
浩
二　

渡
辺
栄
子　

渡
邉
和
英  

以
上

ご
支
援
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

竹
の
里
・
多
摩
特
養
老
人
ホ
ー
ム
大
規
模
改
修
工
事

寄
付
者
ご
芳
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
敬
称
略
、
五
十
音
順
）

青
山
佾　
秋
間
電
設
㈱　

あ
さ
ひ
国
際
旅
行
㈱　

足
利
正
光　

安
藤
物
産
㈱　

㈲
魚
國　

内
田
智　

㈱
Ｈ
＆
Ｃ　

医
療
法
人
社

団
向
日
葵
清
心
会
い
ず
み
ク
リ
ニ
ッ
ク　

医
療
法
人
社
団
向
日

葵
清
心
会
青
梅
今
井
病
院　

㈲
大
政
青
果　

岡
村
尚
武　

小
笠

原
則
夫　

沖
安
靖
司　

㈲
お
く
や
ま
写
真
館　

小
倉
裕
美　

長

田
和
江　

小
野
嵓　

恩
田
秀
一　

片
岡
潮　

菊
谷
文
男　

医
療

法
人
社
団
青
雲
会
北
野
台
病
院　

北
原
恵
一　

㈲
ク
リ
ー
ン
ア

ベ
ニ
ュ
ー　

㈱
コ
イ
ワ
イ　

㈱
光
洋　

小
関
伸
吾　

㈲
さ
つ
き

メ
デ
ィ
カ
ル　

㈱
サ
ー
テ
ィ
ー
ン　

さ
わ
や
か
デ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク　

㈱
サ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス　

㈱
サ
ン
・
ホ
ワ
イ

ト　

三
和
興
業
㈲　

㈲
城
定
商
店　

菅
原
愛
子　

鈴
木
玲
子　

西
都
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱　

セ
レ
モ
ハ
イ
ネ
ス
㈱　

㈱
相
武
企
業

高
橋
み
さ
子　

㈱
田
中
緑
花　

㈱
田
中
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス　

多

摩
信
用
金
庫
八
木
町
支
店　

医
療
法
人
財
団
緑
雲
会
多
摩
病
院

多
摩
養
育
園
後
援
会　

㈱
東
京
ボ
ン
・
サ
ン
テ　

ト
ー
タ
ル
ハ

ウ
ス
ケ
ア
の
ぼ
の
ぼ　

中
谷
頼
子　

㈲
中
山
薬
局　

西
野
慧
子

 

「
光
明
」
①

連
載

多
摩
養
育
園
創
設
者
足
利
正
明
氏
が
、
昭
和
54
年

３
月
１
日
に
第
１
号
を
発
行
し
た
広
報
紙
月
刊「
光

明
」。
法
人
の
歴
史
、
時
事
、
仏
事
な
ど
当
時
の
創

設
者
の
思
い
も
含
め
幅
広
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
法
人
の
歴
史
に
関
わ
る
部
分
を
集
め
、

こ
の
機
に
皆
様
と
共
に
多
摩
養
育
園
の
歴
史
を
旅

す
る
機
会
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

一
夢
三
十
三
年

社
会
福
祉
法
人
多
摩
養
育
園
。
そ
の
前
身
の
個
人

経
営
光
明
学
園
時
代
か
ら
数
え
て
既
に
三
十
三
年

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
即
ち
第
二
次
世
界
大
戦
が

終し
ゅ
う
え
ん焉
し
て
間
も
な
く
、
灰は

い
じ
ん燼
と
化
し
た
天
海
山
雲

龍
寺
を
全
国
幾
万
の
戦
災
寺
院
に
魁
け
て
、
第
一

等
に
復
興
し
、
所
属
の
曹
洞
宗
管
長
が
来
臨
さ
れ
、

こ
の
復
興
成
れ
る
新
本
堂
を
式
場
と
し
て
都
下
戦

死
戦
災
死
者
大
慰
霊
祭
執
行
し
た
の
が
二
十
二
年

春
彼
岸
の
こ
と
。
そ
の
当
時
、
未
だ
戦
災
寺
院
は

バ
ラ
ッ
ク
か
、
臨
時
移
転
先
で
あ
っ
た
が
、
当
寺

は
入※

①
い
り

母も

屋や

破は

風ふ

造つ
く
り

、
欅
及
び
檜
材
に
て
古
式
の
通

り
灰
燼
の
中
に
四※

②
し

間け
ん

四し

面め
ん

、
屋や

根ね

張ば
り

六ろ
っ

間け
ん

四し

面め
ん

一い
ち

宇う

を
新
築
完
成
し
、
掃は

き

溜だ
め

の
鶴
の
よ
う
な
優
雅
な

姿
を
現
出
し
た
。

勿
論
住
職
以
下
、

血
の
に
じ
む
よ

う
な
苦
心
の
明

暮
れ
に
よ
っ
て

出
来
上
が
っ
た

も
の
で
あ
る
。

（「
光
明
」
第
一
号
昭
和
五
十
四
年
三
月
一
日
）
よ
り
転
載

※�

解
説　

①
入
母
屋
破
風
造
…
日
本
建
築
の
伝
統
的
な
屋
根

の
形
で
、
城
や
神
社
・
仏
閣
な
ど
で
多
く
見
ら
れ
る
。

　

②
四
間
…
長
さ
７
・
24
ｍ�

編
集
後
記

ロ
シ
ア
軍
の
容
赦
な
い
空
爆
、
侵
攻
す
る
軍
事
車
両
。
廃
墟
と

な
っ
た
住
宅
、
国
外
へ
避
難
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
の
報
道
が

連
日
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
映
像
を
見

る
た
び
に
本
当
に
胸
が
苦
し
く
な
り
ま
す
。
日
本
は
平
和
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
て
い
て
も
、
別
の
場
所
で
は
、
沢
山
の
人
の

命
が
奪
わ
れ
て
い
る
現
実
…
。

子
ど
も
た
ち
の
生
活
の
中
で
、
お
互
い
の
思
い
が
ぶ
つ
か
り
喧

嘩
に
な
る
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
に
、
暴
力

を
振
る
っ
て
は
い
け
な
い
、
相
手
の
気
持
ち
を
聞
く
こ
と
が
大

切
と
い
う
こ
と
を
伝
え
、
子
ど
も
た
ち
同
士
で
話
し
合
っ
て
い

ま
す
。
話
し
合
い
の
後
は
す
っ
き
り
し
た
顔
に
。

世
界
中
の
人
々
が
、
笑
顔
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
自
分
自
身
が

今
、何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
い
た
い
で
す
。

　

�
 

広
報
紙
編
集
委
員
会

日
清
医
療
食
品
㈱　

㈱
橋
本
工
務
店　

㈱
八
王
子
ア
イ
ス
フ
ー

ド
セ
ン
タ
ー　

㈱
ハ
ナ
ワ
サ
ー
ビ
ス　

濱
中
キ
ン
子　

㈱
美
禅

㈱
府
中
開
治
屋　

㈱
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
ま
き　

本
多
電
気　

㈱
マ

ゴ
メ　

㈱
増
田
禎
司
商
店　

松
岡
良
雄　

マ
ル
ヰ
ガ
ス
東
京
㈱

道
口
壽
子　

水
野
淳　

む
さ
し
産
業
㈱　

森
田
好
春　

八
木
岡

明
美　

山
田
純
子　

㈲
山
川
家
具　

米
山
幸
子　

渡
辺
宏
幸　

ワ
タ
キ
ュ
ー
セ
イ
モ
ア
㈱　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

寄
付
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
備
品
等
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

○
表
彰
○
○

国
民
た
す
け
あ
い
共
同
募
金	

社
会
福
祉
法
人
多
摩
養
育
園

自
衛
消
防
活
動	

養
護
老
人
ホ
ー
ム
楢
の
里

秋
の
大
火
災
予
防
運
動
表
彰	

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
自
衛
消
防
隊

優
良
防
火
対
象
物	

光
明
第
二
保
育
園

自
衛
消
防
の
組
織
業
務
適
切
功
労	

精
華

	

光
明
第
五
保
育
園

○
資
格
取
得
○
○

介
護
支
援
専
門
員　

八
王
子
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
大
横	

浜
脇　

晴
美

簿
記
2
級　
　

法
人
本
部	

森
田　

友
一

実
務
者
研
修　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
椛
の
里	

平
原　

一
臣

	

江
原　

清
伸

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
桜
の
里	

田
中　

美
幸

　
　
　
　
　
　

光
華	

菊
池　

浩
子

精
神
保
健
福
祉
士　

光
華	

小
山
内
綾
子

	

田
邊　

俊
輔

幼
稚
園
教
諭
一
種
免
許　

光
明
第
四
保
育
園	

菅
原　
　

遵

幼
稚
園
教
諭
二
種
免
許　

光
明
第
二
保
育
園	

田
中　

由
佳

　

光
明
第
四
保
育
園	

坂
本　

尚
子

8
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